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中国語における自由間接話法

醗蓋y臨解翻欝著，中里見敬訳

匿解題1

本訳稿は、丁轟e◎AJ．　MJ鍛ss錐認δWl搬v鍛der　W瓢ff轟。，　Rεpo搾6ぼ

勘εε納’Fo朋5擁づF雛認著。釈ゾ読ε艶紘（Ams撤紘搬餓罷騰iladel抽i麗：

5磯盤B磁鰺翻齢馳bll曲1聡g　C◎卿鍛y，鰺％）の第四章に収録されたElly
麗a解難鎧，6‘Free臨頃re醜蹄ee轟1簸C振蕪¢s♂を翻訳したものである。

自由聞接話法の研究は、西欧諸語に関しては20世紀初頭以来、豊富な
蓄積があるのに対して、中国語については言語学的に十分議論されていな
いだけでなく、文学的にもほとんど関心の対象となっていない。そうした
現状において、オランダのライデン大学元教授Elly　Hag錐a雛氏によるこ
の論文は西欧語や二本語とも対比しつつ、中国語自由間接話法の特徴を簡
潔に論じており、今後の議論に資するところが少なくない。翻訳に際して、
例文に日本語訳を付した。

Hag錐鍛r氏には別に、醜語α溜《ゾCo瑠ご。鰐麗55磁ゴ．F麗ε舞読ア8α
Dど5ω欝5ε癖ル⑳ゴε溜Cゐど認5ε孟舵競魏潔（L¢1羅e蕪：Ce魏re　of　No蹴一Wes鵠凱

S馳d蓋es，　Le羅鎌U麟v雛si贈，抄㌶）という専著があり、文学面から自由間

接話法の問題を論じている。

なお、自由間接話法に関する目深の研究書誌として、保坂宗重・
鈴木康志　ゼ体験話法（自由間接話法）文献一覧一一わが国における
体験話法研究一一」　（水戸：茨城大学教養部，蓋勢3）がある。また、
中国語自由間接話法に関する碍本の研究書誌は、訳者による　「艮本
における中国語自由間接話法研究　（文献目録）」がある。
（號や：〃WWW．rc。靭麟聡一騒．ac副～簸撫／託り聡direet．k繍）

本願稿の発表にあたって、原著者氾lly　H菟e盤蹴氏および出版社J曲簸
B雛鉾ml麗海blls薮拠g　Co脚雄yより許可を得た。原書の編者W轍v雛廊r
W靱ff氏には仲介の労をとっていただいた。また、自由間接話法研究全般
にわたって、名古屋工業大学の鈴木康志氏より資料の紹介・提供で多大な
ご援助を賜った。南京大学高級進修生の上原尉暢氏には資料調査でひとか
たならぬお世話になった。記して各位に感謝する。

1．導入

印欧語の独立した文において、それが自由間接話法であるかどうかを識別

するのに決定的な役割を果たすのは、動詞の時制である。例えば、次のよう

な場合である。

（1）F旦GwefS？Yes，飾wers，　si豊ceぬe　d鰯戯繊s撫is重as重e簸9。ld＿

Linguistic　Science，　No。37　（2002）　，　PP．85－95
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（Virginia　WeggC　Mrs　Des／／oway，　p．124）

［花か？　そう、花がいい。金のアクセサリーを見る囲には自信がないから
　　訳注咽な。］

現代中国語の最も驚くべき特徴の一つは、それがアスペクトの優勢な言語

であって、動詞の時制に相当するものが存在しないという事実である。それ

ゆえ、中国語においてはいかなる標識によって自由聞接話法を識別するのか

という間題が生じる。この問題に対する本稿の言語学的アプローチは、現代

中国文学の分野における私の詩学的研究に基づくものである（H聡毅a鐙
璽9参2）。

まず時制の体系とアスペクトの体系の相違について手短に検討したうえで、

中国語の自由間接話法を識別する際の問題点を記述するために、自由間接話

法の標識に関するDol舵el（1973）の分析を援用することとする。

2．アスペクト

中国語において、アスペクトは動詞の後に置かれる特定の接尾辞によって

表される。例えば、持続のアスペクトは、以下の例文のように．「着」によっ

て表示される原注董。

（2）遠包順的其宣捕位依然空着。

丁蝕e。癒e幽鑓ぬsi腕総。◎醗鐸撫繊we劉es翻鐙亀卿．

［そのコンパートメントのほかの寝台は空いたままだった。］

（3）出没人的地方活着逐有什広意思呪？

W蝕a電f翻is／w捻s鴛livi勲g　w輪fe癒ere搬¢識◎μo欝le？

［人のいないところで暮らして、何か楽しいことがあるのだろうか。］

中国語にも完了のアスペクトがあり、例文（4）のように接尾辞「了」によって

表示される。

訳注1）ウルフ、丹治訳蔓認頁による。近藤訳では婦6頁。自由間接話法のヨ本語訳
に関しては、丹治訳のほうがすぐれている。

原注旬　説明のために用いた文章の出典は、四望才による短編小説「感謝生活」（三三
年刊）、および施蟄存の短編小説「春陽」（珍33年刊）である。当該箇所のテ
クスト全体は、付録に記した。
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（4）几小肘前天球黒了。

亙撫a舳asa蓋τeaδybe餓己a滋f◎rafew欺◎瓢s．

［数時間前に弱は暮れた。］

接尾辞「了」は完了のアスペクトだけでなく、そのほかの機能も持っている。

時制とアスペクトの体系の関係については、例えばその二つの体系を結合

させた言語であるロシア語に関して、研究が進んでいる。藪om撒Jakobso簸

（！97至：134）訳注2は、時制とアスペクトの主要な相違を、允s蘇蜜s鐙（紗22：

鷺3）訳注3の「転換子」（s亜負ers）という概念に結びつけた。転換子とは、発

話場面（言表行為の過程）またはその参加者を直示する言語学的カテゴリー
ナラティブ

である。物語テクストは、語り手のレベルや作中人物のレベルといった、複
ナレーション

数の異なる語りのレベルから成り立っている。転換子が語りのレベルを転換

させる手段となるのに対して、非転換子（簸。践一画負ers）はもっぱら同一のレベ

ル内においてのみ機能する。

Jak◎bs◎鍛（茎9’ア1：璽36）は、時制が転換子のカテゴリーに属するのに対して、

アスペクトは非転換子に分類されることを論証した。言い換えると、アスペ

クトはもっぱら語られた出来事を描写するのであって、語りの場臥すなわ

ち（訳者補1語り手が出来事：を）引用する場面を描写することはない。例えば

例文（4）において、文末の接辞「了」は状況の変化を表しており、夜のとばり

がおりる、すなわち空が暗くなるということが、ある特定の時点、「几小減前」

（［数時間前］）に完成していることを意味している。これは引用の時点を描写

しているのではない。

中国語の物語テクストにおいて、アスペクトは過去と現在という物語時制

を区別するのに役立たない。例文（2）の英訳で過玄時制を選択したのは、コン

テクストに依拠したからにほかならない。そのため、物語の冒頭における時

間指示はしばしば不明確にならざるをえない。そのことは、一例をあげれば、

例文（2）（3）（4）が取られた小説の書き出しにあてはまる。数ページ読み進んで

はじめて、読者は時間の枠の複雑さに気づくのだ。冒頭に描かれた列車の車

中で、語り手はある男からこの小説で語られる物語を聞かされる。語り手が

短い一段落で、「力了他的安全，我一宜難易出尻宣保存心中。回忌在今治オ能

如実地写在紙上。」（［彼の安全のために、ずっと記憶によってその話を心中に留め

ておいた。今日ようやくありのままに紙に書くことができるようになった。］）と表

明するとき、語り手は複雑な時間の枠について述べているのである。

訳注2）ヤコブソン、川本茂雄監修、長嶋善郎訳蒙55頁。
訳注3）イェスペルセン、三宅鴻訳229頁。
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3．自由闘接話法

物語の時制を表示する動詞の形態を持たないことは、中国語における自由

間接話法の形式に影響を与えている。ヨーロッパ諸語におけるその最も簡潔

な形式一一過去の時間を指示する動詞と、未来を指示する時間副詞との結合

一一 ﾍ、中国語においてはありえない。K翫e　Ha欝b綴gef（拶68：65）の古典的

例文翌騨g・釧w鰯網紅斑6ゐ♂覇eT◎購倣r◎wwasC顯s撫a♂1明日はクリスマ

スであった］）訳注曝は、中国語に対応する文が存在しない。自由間接話法に

おいて動詞の時制が果たす決定的な役割を、アスペクトが代わりに果たすご

とはありえない。そこで、動詞の時制の欠如が、自由間接話法を識別するう

えでどのような影響を与えるのかという問題が生じる。

時制とアスペクトの違いがもたらす影響は、複数の語りのレベルに関係す

る。自由間接話法においては、異なる語りのレベルが混在している。ドスト

エフスキーの小説における自由間接話法の研究の中で、WGlf　S轟m認はこの

現象に対して「テクスト干渉」（芝ex窺童麺芝erfle翼e論．£e）という術語を導入している

（！973：45）。彼によると、物語テクストには、語り手のテクストと作中人物

のテクストという、二つの要素が含まれる。この二つは、当該のテクスト断

片の起源が何であるかによって区別される。テクスト干渉においては、一つ

の発話中にこの二要素が混在している。自由間接話法はテクスト干渉の形式

であるから、この両者の特徴を兼ね備えている。語り手のテクストに属す特

徴（すなわち引用する語り手に起源をもつ特徴）もあれば、作中人物のテク

ストに属す特徴（すなわち語り手によって引用された発話者に起源をもつ特

徴）もあるのである。

L曲◎鎌建D◎1鋭el（診73）は自由間接話法の様々な特徴の厳密な由来につい

て研究を行った。例えば、文法的人称の体系は、語り手のテクストに由来し

ている。つまり、語り手が物語を語るときに三人遅の体系を用いれば、自由

間接話法の部分もまた三人称となる。このことは次の文によって例証される。

（5）A翻were癒ey　g◎od　b◎ys就sc難Gd？（Ja鎖es　J◎yce，σ／ア∬ε5，　p。219）

［学校ではいい子にしているのか・な？］訳注5

自由間接話法によって引用される疑問文は、直接言表による疑問文となって

いる。

訳注4）ハンブルガー、植和田訳6◎頁。
訳注5）ジョイス、丸谷・永川・高松訳豆：537頁。
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D◎璽詑e1の分析によれば、動詞の時制が特殊なケースである理由は、語り

手の発話と作中人物の発話とにおける用法が異なるからである（1973：

26－28）。語り手の発話においては、時制は転換子としてでなく、完全な（訳

者補：時制として）使用されているのに対して、作中人物の発話においては、

動詞の時制は転換子となっている。次の一節が、その対照を例証している。

（6）‘亙prefe欝搬e腕◎c認i負◎wersり一一was癒a轍？He鑓S重総ve　said

i覚就b鵬kf厳◎麓em◎r簸i盤g轍e黛曲曲aδ9㈱e磯◎盤t◎重飯eter謝e

一一 o硫erW掘曲。　He　WG脇羅be　back　f罫◎難1撮鹸◎難e◎f癒ese　daysラ

漏麺e蟹」贈，S簸ef◎rg就W簸i晦f◎痛isl磁erswe蜜eaw鯉1yd翻；髭

was羅豊S　S甕yi簸9S◎鍛e　rem羅ber路盤is　eyes，盤is轡C轍k鍾fe識is

s翻e幽is　gr職麺¢ss　a簸d，曲輪艶羅◎簸s◎f癒i簸gs薮鍼磁e靭

v雛ished一一簸◎W　S総簸ge　i重wasl一一一afew　sa癩9S置ike菰is

農b◎就出ec窺bbag¢s。（Vi罫gi錘a　W◎◎互f，齢εエ）α！／0wαア，胆．7）

〔それとも　「ぼくはカリフラワーなんかより人間をながめてるほうがい

い」だったかしら。彼がそう言ったのは、たしかある朝の食事どき、わた

しがテラスに出ているときだった。ピーター・ウォルシュ。じきにインド

から帰っ’てくる。六月だったか、七月だったか、忘れてしまった。ひどく

退屈な手紙だったから。思い出すのはあの人の言葉、それにあの鶴、あの

ポケット・ナイフ、あの微笑み、あの不機嫌さ。無数の出来事が完全に消

え去ったというのに一一なんて不思議なんだろう！一一キャベツかなに

かについての些細な謙は残っているなんて．］訳注6

上の一節において、直接引用による作中人物の発話は、現在時制（c‘g　pfefex”）

となっている。過去時制は語りの時制であって、未来の時点に言及する場合

（㌔盤eGf急ese　days”で示されている）ですら、過去時制の形式を伴った自

由間接話法によって引用されている（“短wo鷲隷be　backっ。語りの時制とは、

語り手による発話の動詞時制のことである。動詞の時制は混在したカテゴリ

ーとなっており、そこでは語りの時制が作中人物の時問指示に干渉している

のである。

自由間接話法の特徴を示す時制以外の四つのカテゴリーを示すと、以下の

とおりである。意味論的特徴（例文（6）における“aw劔1yつ、統語論的特徴（感

嘆文％GW臓繊ge　i寛was！”）、ダイクシスぐ6◎獅◎負臨se舩ys’り）、文脈的特徴（例

文（6）を含む自由間接話法の一節の前にあるらも搬◎鴛g睡C璽aT曼s餓Da1萱oway”〔ク

訳注6）ウルフ、丹治訳U頁による。近藤訳では4頁。
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ラリッサ・ダロウェイは思った］という作中人物の思考に対する指示）の四つ

である。この四つのカテゴリーはいずれも作中人物のテクストに由来するも

のであるから、自由間接話法における語り手のテクストの要素は、文法的人

称の体系および語りの時制によって構成されていると結論しなければならな

い。

尋．中国語の場合

動詞時制のカテゴリーは混在した起源に基づくものであるから、動詞の時

制が欠如していることによって、中国語の自由間接話法においては、他の言

語に比べて、語り手のテクストおよび作中人物のテクストの両方がともによ

り不明瞭になるという効果が生じる。作中人物のテクストの場合、唯一、文

法的人称のみが、作中人物と関連する特徴として残されるにすぎない。この

ことはっまり、自由間接話法と完全な作中人物による発話（すなわち直接話

法）を区別するには、文法転入称の体系による以外に方法がないことを意味

する。

共通の伝達部（先行詞）によって導かれた直接話法と間接話法を区別する

際においても、文法的人称は重要な役割を果たす。そのことを以下の例文に

よって説明してみよう。

（7）a。他属島師説ε甜面諭第一介到的。”

He　s窺i（h◎癒e重ea鍮erlらζ互arriv¢d　fセS重。33

［彼は先：生に言った、「僕が一番に来たんだよ。」］

b．他対老師悦他是第一イ’到的。

He　s掘（ho設鑑e達聡。蝕鍵重｝疲擁ar翌ive（i　f量rs窪．

［彼は先生に彼が一番に来たのだと言った。］

（7a）と（7b）の唯一の違いは人称代名詞である。中国語における直接話法と間接

話法の違いは、ある程度まで、日本語の場合と似通った曖昧さという問題を

提起する。日本語に関しては、F亘磁鐵C◎誠瓢鋪（聾86：167475）が直接話法

と間接話法の違いについて論じている。

中国語は敬語動詞の体系を持たないために、直接話法と間接話法の違いは、

ある意味で日本語にもましていっそう小さいといえる。例文（7の（7b）で示し

たような中国語における敬語の欠如は、この二つの言語のもう一つの相違点
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である。

上述したもろもろの理由によって、入称代名詞および所有代名詞が言語学

的標識として特別の役割を担うことになる。しかし、日本語と同様に

（Ceailsx2as　1986：169参照）、中国語は人称代名詞や所有代名詞をかなり頻繁

に省略するという点が、英語やその他の印欧諸語と異なる。例えば、『ユリシ

一ズ』の中国語版では、例文（5）は次のように翻訳されている。

（＄）都島好学二三？訳注7

［みんないい生徒ですか？〕

例文（呂）における旧称代名詞「都」は複数であることを示すだけで、人称に関

しては不確定である。

発話の主語は、中国語においてはきわめてしばしば言表されない。付録1

に示したテクストは、例文（2）（3）（4）を含む一節であるが、その実例として役

立つだろう。この中国語テクストの中では、ただわずかに人称代名詞「我」

eP［私は］）と再帰代名詞「自己」（‘搬ys¢lfつ［自分で］）が、次の一文中に

用いられているにすぎない。

（9）我便忌喜欧自己陪着自己。

亙alw盆ys　like嶺。　k卿鰐selfc◎聯a盤y．

［私はいつも自分で自分のお供をするのが好きだった。］

これ以外の文は、人称が不確定なままであるが、英語に翻訳するときには人

称を特定しなければならない。したがって、自由間接話法における語り手の

テクストの要素は、（訳者補：人称代名詞が省略されることによって）ますます

明確な標識を欠くことになるのである。

自由間接話法が発生するのは、作中人物のテクストと語り手のテクストが

融合するときである。このことは、中国語において自由間接話法が発生する

のは、作中人物のテクストの要素と語り手のテクストの人称代名詞および所

有代名詞が融合するときであることを意味する。そのことを以下の例文で見

訳注7）薫乾・文潔若訳『尤利西斯』（南京：訳林出版社，轡％）では、この部分を次
のように人称代名詞「他イ削を伴ったかたちで翻訳している。
他梢在学前里都是好学生喝？　（第二部第十章，瑠6頁）

ただし、この中国語訳から原文が自由間接話法であることを推測することは
まず不可能である。なお、原著者は中国語訳の出典を明記していないが、上
原尉暢氏の調査により、金隈訳『尤利西斯』（北京：人民文学出版社，豆勢4）

338頁によることがわかった。
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てみよう。これは付録2のテクストから採ったものである。

（10）没有，絶対的没有識上，蜜豆，近什広肩越妬中没有遠幼妻閣？

s齢e紘δ醸，縫efi癬e亙y麓◎重，1◎cked　i定；轍y　else　did　s聡。盤ave豊o

rec◎蜀ec重i《）簸（》f重ぬ量s鵬◎ve醗e鷺電？

〔かけてない、絶対に鍵をかけてない、かけたなら、どうしてその動作が

記憶にないのだろう。］

この文には作中人物のテクストの要素がいくつか存在する。例えば、「絶対的」

（冠efi蕪e1ゾ［絶対に］）と、文末にある疑問のモダリティを示す語気助詞「閣」

（［だろう〕）である。語り手のテクストは、人称代名詞「始」（ら曲e’［彼女D

で表されており、それは物語内の発話者を指している。

5．動詞の時瀞1が欠如していることの効果

例文（1のではわずかに一つの代名詞しか用いられておらず、中国語におい

て人称代名詞が省略されがちであることの例証となっている。原典において

この直後に続く文は、同じような意味を述べているが、人称代名詞や所有代

名詞は一つも使われていない。

（1夏）没有把保管箱鎖上？真的？迭是何等重要的事1

Had　s蜘lef艶語e　safe孟y　dePGsi£va鷺豊t瞬ocke暴？Real豆y？How

s磁◎鷺s！

［金庫に鍵をかけなかった？本当に？　なんて大変なことでしょう臼

上の例の場合、コンテクストによってしか、読者はこの文を自由間接話法だ

と判断することができない。つまり、先の例文（1ののように、前後の文章に

三人称代名詞または所有代名詞が存在してはじめて判断できるのである。例

（ll）の文だけでは、このような解釈を確定するに足る十分な言語標識が備わ

っているとはいえない。

全般的にいってテクスト中に、十分前明確な言語学的標識を伴った自由間

接話法の文が現れることはまれである。ほとんどの文はコンテクストとの関

連の中ではじめて分析可能となる。言い換えると、中国語の自由間接話法は、

印欧諸語と比べて、コンテクストの果たす役割がはるか大きいのである。

一人称の語りの場合には、別の問題が生じる。なぜなら、中国語において
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は動詞の時制は自由間接話法と直接話法を区別する際に、印欧諸語の場合の

ようには役に立たないからである。先に引用した例文（9）を拡大して、このこ

とを説明しよう。

（12）一奈人自由自在，我便忌喜炊自己陪着自己。

A丑。簸ea撮負ee，亙always丑ike嶺◎k¢ep鵬yself　c◎搬p器y。

［ひとりぼっちで自由気まま。私はいつも自分で自分のお供をするのが好

きだった。］

この文は直接話法に解釈することもできる。その場合には、英語では現在時

制に翻訳されなければならない。

（13）A1◎盤e　a麟費ee，1always　like　t◎kleep鍵ysdf　c（）搬p鍛y．

［ひとりぼっちで自由気まま。私はいつも自分で自分のお供をするのが好

きなの。］

前後の文脈の中で、上の文は作中人物の私ではなくて、語り手の私による思

考を表したものとなることを意味する。この解釈もまた同様に可能であり、

しかも二つの選択肢のどちらを採るかを決定づけるような言語学的要素は存

在しないのである。

要するに、中国語に自由間接話法は存在するが、それは印欧諸語よりもは

るかにコンテクストに依存したかたちで存在する、ということができよう。

ときには、とりわけ一人称の語りの場合には、コンテクストですら自由間接

話法と直接話法を識別することができないのである。そのような場合には、

その一節は真に不確定となるのである。

付録

1．火牢己義血述三靖，遠出瀬的其他徳義依然空知，多半没人品，那可真要

酎天潔地了！長途旅程中，没熟伴，就最好也没生伴，一今入自由自在，

我便忌喜炊自己陪着自己。在淡漠中尋求宇静。只有在没人的地方オ自由

広？在没人的地方活着込有什広意思鳴？

几小吋前天就黒了。可是忽然外高射回心強光照得眼晴友花……

T蝕e重rai口中aδalreaδy　passed雛ee　s繍iG盤s躁品目。◎雛鑓be曲s　i簸癒e
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C◎聯aT撫e就were　s翻e卿窺y灘ayb雛ob。dy　w◎輔d　c搬e，塩銃W◎蝿

be罫e農Uy　we璽。◎鵬el　W艶雌y◎賎熱ad薮。　fa憩ili雛。◎lmp脇量（搬s◎鷺綾蓋。聡9猛欝，

i驚was　be雛er驚曲ave簸◎C◎聯罎y　at　a亙1，＆璽。鷺e鐡d費e¢J　always　like虚0

keep甥self　co聯蹴y。　Dr¢蹴away騨e晦Js。盤e◎盤藍y　fむee　w三豊◎

pe曜e欝鷲擁？B磁W轍翻盤is蝦i轍9轍ere癒¢re鍵e欝聾e◎μe？

聡盤a（量a丑r鐙（墨ybee盤（量厳kfb欝afew簸。雛s。8就s臆（豊de聡互yab韮麺d量簸9

1igl覚煮盆S｝蓋e（逢i簸＿

〔列車は駅を三つ通遇した。そのコンパートメントのほかの寝台は空いたまま

だった。たぶん誰も来ないだろう、本当にありがたいことだ｝長旅の道中、親

しい道連れがなく、できれば一人の話し相手もいなければ、ひとりぼっちで自

由気ままだ。私はいつも自分で白分のお供をするのが好きだった。註漠の中に

静けさを求める。人のいないところでしか自由になれないのだろうか。人のい

ないところで暮らして、何か楽しいことがあるのだろうか。

数時闘前に露は暮れた。だが、突然外から差し込んできた強い光で、眼が

くらんだ……］

2、二二，絶対的没有鎖上，不然，力什広地う己尼中没有遠功作閣？没有把保

管一鎖上？真野？遠是何等重要的事1

s灘eぬ露賊，def蓋癖晦難◎ち丑◎磁e雛i驚；紬y¢ls¢縫璽通曲e盤ave盆◎

re《）◎翌亙¢c綴。聡◎f費｝豊s慰IGve難e亜？H猟丑s盤¢旦¢負癒e　saf就y（童eμ）s鷺v窺雛曼驚

撒1。ck¢d？Re魏y？HGw　se蜘鯛s？

〔かけてない、絶対に鍵をかけてない、かけたなら、どうしてその動作が記憶

にないのだろう？金庫に鍵をかけなかったですって？本当に？　なんて大変

なことでしょう！］
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